
農水省委託プロジェクト（有機農業型）成果
平成21～24年（2009～12年）

有機農業技術の科学的解明
生産技術体系の構築 5（地域・作目）

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity
_report/publication/laboratory/narc/
manual/046975.html

http://www.naro.affrc.go.jp/publicit
y_report/publication/pamphlet/tech
-pamph/051934.html

発行年月日 : 2014年3月31日発行年月日 : 2013年5月 1日



8100 水稲プロジェクト

革新キット

委託プロジェクトから受託研究として継
続。平成25年～27年（3年間）

農林水産業・食品産業科学技術研究推
進事業 【実用技術開発ステージ】
25091C 水稲初期生育を改善する革新
的土壌管理技術と診断キットの開発
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8100 非作付け期の温度と水分管理で水田雑草害を軽減
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稲わらの腐熟化を適正に進めると雑草害低減につながる。稲わら分解は期間と温度に
制限され、非作付け期間の土壌水分が影響する。

湛水継続で稲わらは腐熟せ
ず、移植後分解率が高ま
り、雑草が増加し、水稲重
が低下した。
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8200 育土栽培キャベツはヨトウガ幼虫の成育を抑える

ヨトウガ卵塊を150卵(30卵×5シャーレ)ずつに、育土栽培モデル(NM)および化学
肥料栽培(CF)のキャベツ結球葉に付けて、孵化後16日間飼育した。ヨトウガ幼虫
はCFでは5齢まで成育したが、NMでは幼虫は3齢までに約8割が死亡した。
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育土栽培ではキャベツ葉自体がヨトウ
ガ幼虫の成育を抑え、ヨトウガの食害
回避に寄与する事が示唆された。
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8300 小麦リレー間作は雑草・鳥害を抑えダイズ生育を良好にする

 ダイズの小麦リレー間作は、メヒ
シバ等のイネ科雑草を抑える。
中耕培土で容易に雑草が制御で
きる。

 小麦リレー間作により、雑草の発
芽刺激を回避し、ダイズを優占さ
せて安定した育土栽培ができる。

間作なし 小麦間作

中耕培土麦間に大豆播種 小麦収穫、麦稈粉砕

大豆の苗立ち率

健全苗立率
(鳩害なし)

間作あり 86%

間作なし 49%
鳩による食害も減少した
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図1　開花期におけるダイズと雑草の生育量	


ダイズ	
 雑草	
 エラーバーは標準誤差(n=5)	


雑草重量群落比0.04	


雑草重量群落比0.62	


雑草重量群落比0.44	
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5050 自家採種できる秋どりダイコン「ふじ宮重」

H25研究成果情報 育種チーム

三元交配品種 「自農R-1」後代から選抜固定
のF7系統を「ふじ宮重」と命名した。肥料を使
用せず、緑肥草生環境で十分生育する系統を
選抜した。2014年より限定頒布を開始した。

火山灰土壌に適した、秋まき青首総太りタイプで根長35㎝
前後。収穫は播種後75～80日（宮重60～65日）。

甘さと香気に富み、緻密な肉質で煮くずれしにくい。

 カブモザイクウイルスに耐病性がある。

耐病総太りと同程度ス入りの発生が遅く、空洞症が少な
い。

採種量が多い（自農R-1（25g）,ふじ宮重（39g））。
粘土質土壌で、草勢が強く、ひげ根が出やすい。

〈主な特長〉

F5 F6 F7

空洞症の様子（塩尻市 播種後64日）
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